Study on anti influenza virus activity of adlay tea by 永井 栄美子
 












 4 種類の原材料（ハトムギ、ダイズ、ハダカムギ、ケツメイシ）よりなるハトムギ茶の A
型 IFV および B 型 IFV に対する抗 IFV 作用を検討し、作用機序の確認を行った。ハトムギ
茶は本実験で使用した全ての A 型 IFV および B 型 IFV に対して抗 IFV 作用を示した。ま
た、その作用機序の 1 つとして、IFV と細胞表面の受容体であるシアル酸との結合を阻害し
ていることが明らかとなった。しかし、この他にも細胞内での増殖阻害など複数の作用機序
を有していることが示された。 
【ハトムギ茶の抗 IFV 作用および機能性成分の分析】 
 各原材料の抗 IFV 作用について検討したところ、原材料すべてにおいて抗 IFV 作用が確
認された。その中で、ダイズが最も強い抗 IFV 作用を示したことから、ダイズから抗 IFV
作用を有する有効成分の単離・同定を各種クロマトグラフィーと MS 分析により行った。そ
の結果、ダイズ中のダイゼインおよびグリシテインにおいて抗 IFV 作用が確認された。な
お、グリシテインの抗 IFV 作用は世界で最初の報告となった。 
【マウスにおけるハトムギ茶の抗インフルエンザ効果】 
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作用、②ハトムギ茶に含まれる 4種類の原材料別の IFV感染細胞に対する抗 IFV作用と関与
する成分、③IFV に感染させたマウスに対するハトムギ茶の効果についてである。①につい
ては、A 型 IFV および B 型 IFV に対するハトムギ茶の抗 IFV 作用を検討し、ハトムギ茶が
A 型 IFV（タミフル耐性株を含む）および B 型 IFV に対して強い抗 IFV 作用を有すること
を明らかにした。②に関しては、ハトムギ茶の原材料ごとに抗 IFV 作用を確認し、成分分析
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